
つむぎ通信　2022年8月発行

在宅連携センターつむぎ＜浜松市在宅医療・介護連携相談センター＞

Q 

A 

Q 

A 

Q 

A 

Q

A 

つむぎは開設7年目を迎えました。相談件数が徐々に増える中、様々な問題を

抱える困難なケースが増加傾向であることを感じています。

困難ケースの検討会で多職種で情報を共有し、意見交換することはとても有意義であると実感します。

先日は、退院調整に関わるケース検討会に参加しました。病院の状況や地域の社会資源等をつむぎから情

報提供して、退院に向けての方向性を検討しました。

これまでも「高次脳機能障害があり、対応が困難」「がん末期で医療処置があり、多職種での関りが必

要」「8050問題（認知症の母親と精神疾患の息子）」等、検討会へ参加しています。医療的な側面から、

また、第三者の視点から情報を整理し、連携を意識した意見をお伝えすることを心掛けています。

また、褥瘡やストーマのトラブル、緩和ケア、認知症の対応について、認定看護師等専門家の意見が参

考になります。そのような専門家の参加調整等も行います。

困難事例の対応、ケース検討会に関する相談、お待ちしています。
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＜裏面に続きます＞

在宅連携センターつむぎは、高齢者を支える医療・介護・福祉関係者の相談窓口として、

2015年度に開設しました。「つむぎ通信」は2019年度から在宅連携センターつむぎの周知

と情報発信のため発行しています。バックナンバーはホームページからご覧ください。➡

http://www.hmedc.or.jp/tsumugi/index.html

つむぎの活動より
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浜松医療センター健診センター北側になります。

●長期療養が必要な要介護1~5の認定を受けた人が利用できます。

病院に入院するほどではないものの、例えば、喀痰吸引や経管栄養等の日常的・継続的な医学管理等

の理由により、在宅や他の介護保険施設等で生活することが難しい人の入所ができます。

●現在、市内には10カ所の介護医療院があります。

●介護医療院は病院ではなく、長期療養を受けながら生活する施設ですが、医師や看護師の配置が義務

づけられており、医療を提供することができます。

●看取りやターミナルの対応も介護医療院の機能の１つです。

★混乱しやすいものとして、、、

医療保険を使って入院する医療療養病床は、施設ではなく病院です。「医療区分」とよばれる決まっ

た医療行為や病名がある人を対象にした、医療の必要性が高い人の受け入れ先です。

ご不明な点は、お気軽にご相談ください。 ※厚生労働省のホームページ 介護医療院公式サイトより

平成30年4月から、介護保険施設と

して「介護医療院」が追加されました。

「長期療養のための医療」と「日常

生活上の世話（介護）」を一体的に提

供する施設です。

「日常的な医学管理」や

「看取りやターミナルケア」

等の医療機関

「生活施設」

としての機能

「介護医療院」～ご存知ですか？～

在宅連携センター「つむぎ」
TEL/053-451-2807 FAX/053-451-2808
✉soudan@hamamatsucity-medical-co.jp
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Q →要介護4、経管栄養、痰の吸引が頻回に必要となり、自宅での介護が大変になってきた。

療養先を探している。(ケアマネジャー)

A →医療と介護が提供できる、市内の介護医療院の情報をお伝えした。

Q →身寄りがない方の、治療方針や今後の生活について困っている。

一緒に考えてほしい。(病院相談員)

A →地域包括支援センター主催の地域ケア会議で検討することとなり、

つむぎも参加をして、今後の対応について話し合いを行った。

Q →経管栄養とインスリン注射が必要。要介護4。 1週間後から利用できるレスパイト先を探したい。

ショートステイ施設数ヶ所に断られた。(ケアマネジャー)

A →地域包括ケア病棟の受け入れ状況を確認し、対応可能な病院の情報提供をした。

Q →病院スタッフとケアマネジャーとでデスカンファレンス(亡くなった人の振り返りのカンファレン

ス）を持ちたい。浜松市での情報を教えて欲しい。 (市外の在宅医療・介護支援コーディネーター)

A →デスカンファレンスを行っているケアマネジャーや研修会から得ている情報を提供した。

相談事例Q＆A～相談内容を紹介します～

事務所移転のお知らせ

齋藤 理絵（事務員）

◆趣味 旅行、城巡り

◆出身地 神奈川県海老名市

◆好きな言葉 一期一会

◆行きたい国 スイス

◆最後の晩餐何食べる 葛餅

◆お勧めパワースポット 須佐神社（島根県）

◆ご挨拶

皆さまからの相談を丁寧に聴き取り、

少しでも良い連携が図れるように繋げて

いきたいと思います。

つむぎの事務所は、浜松医療センター新病院建設に伴い、

8月22日から仮事務所に移転しました。仮事務所の場所は、

浜松医療センター健診センター北側になります。

事務所へお越しの際には、事前にご連絡ください。

※Ｔｅｌ・Ｆａｘ・Ｍａｉｌについての変更はありません。

鈴木 比呂樹（事務員）

◆趣味 乗り鉄、野球観戦

◆血液型 Ｏ型（Ｒｈ＋）

◆家族構成 妻・娘

◆欠かせない行事 年末の杵と臼を使った

餅つき

◆最後の晩餐何食べる うなぎ

◆お勧めパワースポット 尊永寺

◆コロナ収束後にやりたいこと

地元神社の祭典

◆ご挨拶

社会資源の発掘により、少しでも皆様に情報提供

できるよう取り組んでいきたいと思っております。
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